
（別紙３）

～ 令和8年2月27日

（対象者数）
5

（回答者数）
1

～ 令和8年2月27日

（対象者数）
6

（回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今のやりい方に固執せず、色々な情報をキャッチでき

るようにアンテナを広く持って行きます。

2

大きなホールで出来る活動を増やしていきたいと思っ

ています。子どもたちの意見を聞きながら進めていき

ます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今出来ることでで地域に貢献できる取り組みとしてゴミ拾い

を行います。また、地域の行事等、情報をいただき参加でき

るようにしていきたいと思っています。

2

3

○事業所名 児童発達支援　ちゃちゃまる

○保護者評価実施期間
令和8年2月16日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域とのつながりが希薄ですのでコンタク

トの取り方を知るようにしたい。

引っ越したばかりですので、地域との交流をどのように図って

いくかを考えなくてはならないと思っています。旧施設の時も

地域との交流はほとんど出来なかったのでどのように交流の場

を設けるかを自治会等を通して知っていく必要があると考えて

います。

一人ひとりに合わせた個別支援を行ってい

ます。

ご家庭や関係機関との情報共有を行いながら、その日の

お子様の状況に応じて対応するように心がけています。

また、個別対応の他にもお友だちとのかかわりも行う機

会を設けており社会性が身につくような支援も行ってい

ます。

新しい施設になり明るく広い空間で過ごす

ことができています。また、生活同線も過

ごしやすい設計にしたので、子どもたちが

スムーズに行動することが出来ています。

旧施設の時は施設内に段差があったのと、施設が古く寒かった

のですが新施設になったことで解消されました。玄関から遊戯

室、支援室に入るまでの流れをしっかり教えたことで、新しい

環境でもすぐに対応してくれました。お約束などもわかりやす

く理解しやすいように伝える工夫を行っています。

事業所における自己評価総括表 公表 


